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◇はじめに 

本製品を正しくご使用いただくため、必ずこの取扱説明書をお読みください。 

 

◇製品の取扱い 

 ・本製品は精密機器です。落とすなどの衝撃を加えないでください。 

 ・本製品を分解、改造しないでください。 

 

◇使用環境 

 本製品は以下のような環境で使用しないでください。 

 ・周囲温度が－１０...５５℃の範囲を超える場所 

 ・湿度が３０...８５％ＲＨの範囲を超える、または結露する場所 

 ・腐食性ガス、粉塵、塩分、油煙の多い場所 

 ・雨水など、水滴がかかる場所 

 ・直射日光が当たる場所 

 ・標高２０００ｍを超える場所 

 ・振動、衝撃がある場所 

 ・外来ノイズの多い場所 

 

◇取付・接続 

・安全のため取付・接続は電気工事などの専門知識を有する方が行ってください。 

・活線工事は危険ですので行わないでください。感電、火災などの原因となります。 

・結線は結線図を十分確認の上、行ってください。 

・適切な電線サイズを使用してください。 

・端子台への結線は圧着端子を使用し、ネジは規定のトルクで締付けてください。 

・入出力信号線、通信線は動力線や高圧線と平行に配線せず、交差する場合も十分な距離をとって配線して 

ください。 

・電圧入力端子のいずれかの端子，電流入力端子のＬ側はアースに接地するようにしてください。 

・活線状態ではＣＴ２次側からの入力線は、決してオープン(開放)にしないように注意してください。 

オープンにするとＣＴ２次側に高電圧が発生しＣＴを破損する原因となります。 

・活線状態ではＶＴ２次側からの入力線は決してショート(短絡)しないでください。 

・工事終了後は感電防止のため端子カバーを取付けてから通電してください。 

 

◇ご使用前の確認 

 ・補助電源、入力電圧、入力電流などが仕様範囲内であることを確認してください。 

 ・各種設定は取扱説明書を確認のうえ、正しく行ってください。 

 

 

注意 
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◇保守・点検 

 ・通電中の点検は危険ですので行わないでください。 

 ・端子ネジの緩みがないこと、配線に異常がないこと確認してください。 

 ・本体の汚れ・ホコリ等を拭きとる場合は、乾いた布で拭きとってください。 

ベンジン・アルコール・シンナーなどの有機溶剤・化学薬品は絶対に使用しないでください。 

 

◇保管方法 

 以下のような場所では保管しないでください。 

 ・周囲温度が－２０...７０℃の範囲を超える場所 

 ・湿度が３０...８５％ＲＨの範囲を超える、または結露する場所 

 ・腐食性ガス、粉塵、塩分、油煙が多い場所 

 ・雨水など、水滴がかかる場所 

 ・直射日光が当たる場所 

 ・振動、衝撃がある場所 

 

◇保証 

 納入後１ヶ年以内に製造者の責任と明らかに認められる不具合に対しては、無償で修理いたします。 

 又、ここで言う保証とは、納入品単体の保証を言い、納入品の故障に起因する損害については、補償範囲外と 

させていただきます。 

 但し、下記のような場合には、保証期間中であっても補償対象外とさせていただきます。 

  (１) 誤った使用方法あるいは取扱上の不注意による故障や損傷。 

  (２) 不当な修理や改造によって生じた故障や損傷。 

  (３) お買上げ後の輸送、落下等による故障や損傷。 

  (４) 地震、火災、風水害、公害そのほかの天災地変、異常電圧によって生じた故障や損傷。 

 

◇注意事項 

 本製品は一般的な計測装置であり、特別な品質･信頼性が要求され、その故障や誤動作が直接人命を脅かした

り、人体に危害を及ぼす恐れのある用途(航空･宇宙用･海底中継器･原子力制御システム･交通機器･医療機器･

安全装置等)にご使用をお考えの際は、事前に弊社営業窓口までご相談ください。 

 

◇製品及び取扱説明書の変更について 

製品及び説明書は、改善・改良のために予告なく変更する場合があります。御了承ください。 

注意 
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【１】 概要 
 

 

本製品は、単相や三相電力線の種々の電気量を、１台で計測できる変換器です。 

アナログ出力１０点（非絶縁）、パルス出力２点、通信出力１点、接点状態入力１点を持ち、出力項目を 

任意に選択可能です。 

また、ＵＳＢメモリを介してパラメータ項目の一括設定が可能です。 

 

・ 電流、電圧、電力、無効電力、力率、周波数、デマンド電流、デマンド電力、高調波の計測が可能 

・ 電力量、無効電力量の計量が可能 

・ アナログ出力×１０点の出力が可能（ＣＨ間非絶縁） 

・ アナログ出力項目は任意に設定可能 

・ パルス出力２点、ＲＳ－４８５通信出力１点が可能 

・ 接点状態入力×１点の入力が可能 

専用ＰＣソフトウェアにより作成したファイルを使用する事で、本製品の各種パラメータの設定が可能。 

（ＵＳＢメモリから直接ダウンロード） 

 

 

 

【２】 形式 
 

 

ＴＭ２－ ① ② ③ － ④ 
 

① 出力仕様１ 

① 
アナログ出力 

出力範囲 点数 絶縁※ 負荷抵抗 

１ ＤＣ４...２０ｍＡ １０ 無 ６００Ω以下 

４ ＤＣ０...１ｍＡ １０ 無 １０ｋΩ以下 

５ ＤＣ０...１０Ｖ １０ 無 １ＫΩ以上 

６ ＤＣ１...５Ｖ １０ 無 １ｋΩ以上 

７ ＤＣ０...５Ｖ １０ 無 １ｋΩ以上 

※絶縁：ＣＨ間絶縁の有無 

 

② 出力仕様２ 

② 出力２ 

３ パルス出力 ２点 

 

   

③ 通信仕様 

③ 通信 

２ ＲＳ－４８５（Ｍｏｄｂｕｓ，＋Ｎｅｔ設定値切替） 

 

 

④ 補助電源 

④ 電源電圧 

１ ＡＣ８５...２６４Ｖ及びＤＣ８５...１４３Ｖ 

４ ＤＣ１７０．．．２８６Ｖ 

５ ＤＣ２０.．．６０Ｖ 

 

  



5 

 

 

【３】 仕様 
 

 

参考規格 

ＩＥＣ６０６８８：２０１２    トランスデューサ 

ＩＥＣ６２０５３－２１：２００３ 電力量計 

ＩＥＣ６２０５３－２３：２００３ 無効電力量計 

 

（１）入力定格 

計測項目 仕様 備考 

相線式 

単相２線 

設定切替 
単相３線（２ＣＴまたは３ＣＴ） 

三相３線（２ＣＴまたは３ＣＴ） 

三相４線 

電流 
ＡＣ５Ａ 

設定切替 
ＡＣ１Ａ 

電圧 

単相２線 
ＡＣ１１０Ｖ（最大電圧ＡＣ１５０Ｖ） 

設定切替 

ＡＣ２２０Ｖ（最大電圧ＡＣ３００Ｖ） 

単相３線 

１-Ｎ間 ＡＣ１１０Ｖ（最大電圧ＡＣ１５０Ｖ） 

２-Ｎ間 ＡＣ１１０Ｖ（最大電圧ＡＣ１５０Ｖ） 

１-２間 ＡＣ２２０Ｖ（最大電圧ＡＣ３００Ｖ） 

三相３線 

（線間電圧） 

ＡＣ１１０Ｖ（最大電圧ＡＣ１５０Ｖ） 

ＡＣ２２０Ｖ（最大電圧ＡＣ３００Ｖ） 

ＡＣ４４０Ｖ（最大電圧ＡＣ６００Ｖ） 

三相４線 

（相間電圧） 

ＡＣ１１０Ｖ／√３Ｖ（最大電圧ＡＣ１５０Ｖ／√３Ｖ） 

ＡＣ２２０Ｖ／√３Ｖ（最大電圧ＡＣ３００Ｖ／√３Ｖ） 

ＡＣ４４０Ｖ／√３Ｖ（最大電圧ＡＣ６００Ｖ／√３Ｖ） 

周波数 ５０／６０Ｈｚ  

 

 

（２）補助電源および消費電力 

補助電源電圧 消費電力 

ＡＣ８５...２６４Ｖ １５ＶＡ以下 

ＤＣ８５...１４３Ｖ １０Ｗ以下 

ＤＣ１７０...２８６Ｖ １０Ｗ以下 

ＤＣ２４Ｖ，４８Ｖ 

（ＤＣ２０...６０Ｖ） 
８Ｗ以下 

 

回路 定格 消費電力 

ＶＴ回路 

（各相） 

ＡＣ１１０Ｖ ０．２ＶＡ以下 

ＡＣ２２０Ｖ ０．３ＶＡ以下 

ＡＣ４４０Ｖ ０．４ＶＡ以下 

ＣＴ回路 

（各相） 

ＡＣ５Ａ 

ＡＣ１Ａ 
０．３ＶＡ以下 
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（３）固有誤差・許容限度 

固有誤差 

計測項目 固有誤差 

電圧 出力スパンに対し ±０．２％ ※3 

電流 出力スパンに対し ±０．２％ ※1 

電力 出力スパンに対し ±０．３％ 

無効電力 出力スパンに対し ±０．３％ 

力率 出力スパンに対し ±１．０％ 

周波数 出力スパンに対し ±０．２％ 

デマンド電流 出力スパンに対し ±０．５％ 

デマンド電力 出力スパンに対し ±０．５％ 

高調波電流総合歪率 出力スパンに対し ±１．０％ ※2 

高調波電圧総合歪率 出力スパンに対し ±１．０％ ※2 
※1 N 相電流の誤差は 2 倍になります。 

※2 定格電流の８０％または定格電圧入力時で１次から１５次までの高調波総合歪率が３０％以下のとき 

※3 相線式が三相 3 線および三相 4 線の場合は電圧平衡条件での誤差となります。 

 

許容限度 

計測項目 誤差の限度 

電力量 
力 

率 

１ 
±１．０％（負荷条件 １％ ≦ Ｉ ＜ ５％） 

±０．５％（負荷条件 ５％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

０．５ Ｌａｇ 
±１．０％（負荷条件 ２％ ≦ Ｉ ＜ １０％） 

±０．６％（負荷条件 １０％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

０．８ Ｌｅａｄ 
±１．０％（負荷条件 ２％ ≦ Ｉ ＜ １０％） 

±０．６％（負荷条件 １０％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

無効電力量 

S 

i 

n 

φ 

１ 
±２．５％（負荷条件 ２％ ≦ Ｉ ＜ ５％） 

±２．０％（負荷条件 ５％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

０．５ 
±２．５％（負荷条件 ５％ ≦ Ｉ ＜ １０％） 

±２．０％（負荷条件 １０％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

０．２５ ±２．５％（負荷条件 １０％ ≦ Ｉ ＜ １２０％） 

 

（４）過入力 

負荷項目 内容 

連続過入力 定格入力電圧 および 電流の１．２倍 

短時間過入力 

定格入力電流の１０倍 （１６秒間） 

定格入力電流の２０倍 （ ４秒間） 

定格入力電流の４０倍 （ １秒間） 

 

（５）入力仕様 

項目 内容 備考 

接点状態入力 

入力点数：１点 

入力定格：補助電源と同じ 

     最大入力電流は 3mA 以下 

（最低ＯＮ時間は３００ミリ秒） 

 

 

 

  



7 

 

 

（６）出力仕様 

（標準） 

項目 内容 

アナログ出力 

出力点数 １０点（出力間非絶縁） 

レンジ、 

レンジ別負

荷抵抗 

レンジ      負荷抵抗 

ＤＣ４...２０ｍＡ  ６００Ω以下 

ＤＣ０... １ｍＡ   １０ｋΩ以下 

ＤＣ０...１０Ｖ        １ｋΩ以上 

ＤＣ１... ５Ｖ      １ｋΩ以上 

ＤＣ０... ５Ｖ        １ｋΩ以上 

パルス出力 

出力点数 ２点（出力間非絶縁） 

ハード仕様 

フォトＭＯＳリレー １ａ接点 

接点容量   ＡＣ／ＤＣ １２５Ｖ ０．１Ａ以下 

最小パルス幅  １００ｍｓ．．．１５０ｍｓ 

ＲＳ－４８５通信 

出力点数 １点 

プロトコル 

＋Ｎｅｔプロトコル 

または、 

Ｍｏｄｂｕｓ準拠プロトコル 

終端抵抗 
製品が通信接続の終端となる場合はＲＳ+端子とＲＳ-端子間に 

100Ω 0.5W 以上の終端抵抗を接続してください。 

ＵＳＢ １点 

ＵＳＢメモリから直接設定値をダウンロード 

 

動作確認済みＵＳＢメモリ（推奨） 

メーカー Ｓｗｉｓｓｂｉｔ 

シリーズ名 ｕｎｉｔｅｄＣＯＮＴＲＡＳＴ－Ⅱ 

規格 

ＵＳＢ２．０ 

(ＵＳＢ１．１ ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ) 

ＵＳＢ２．０ Ａ-Ｐｌｕｇ 

容量 ２ＧＢ 
 ※推奨以外のＵＳＢメモリを使用した場合、動作しない可能性があります。 

 

 

 

（７）アナログ出力のリップル 

１％Ｐ－Ｐ以内（出力スパンに対して） 

 

（８）アナログ出力の応答時間 

１秒以内（９０％ステップ入力に対し、出力値が±１％以内に到達） 
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（９）計測（出力）項目 

計測項目 単相２線 単相３線 三相３線 三相４線 備考 

電圧 Ｖ 

Ｖ１Ｎ 

Ｖ２Ｎ 

Ｖ１２ 

ＶＲＳ 

ＶＳＴ 

ＶＴＲ 

ＶＲＳ 

ＶＳＴ 

ＶＴＲ 

ＵＲＮ 

ＵＳＮ 

ＵＴＮ 

 

電流 Ｉ 

Ｉ１ 

ＩＮ 

Ｉ２ 

ＩＲ 

ＩＳ 

ＩＴ 

ＩＲ 

ＩＳ 

ＩＴ 

ＩＮ 

 

電力 Ｐ ΣＰ ΣＰ 

ΣＰ 

ＰＲ 

ＰＳ 

ＰＴ 

 

無効電力 Ｑ ΣＱ ΣＱ 

ΣＱ 

ＱＲ 

ＱＳ 

ＱＴ 

 

皮相電力 Ｓ ΣＳ ΣＳ 

ΣＳ 

ＳＲ 

ＳＳ 

ＳＴ 

 

力率 ＰＦ ΣＰＦ ΣＰＦ 

ΣＰＦ 

ＰＦＲ 

ＰＦＳ 

ＰＦＴ 

 

周波数 ｆ  

  ※ Σは各相計測値の加算値となります。 
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計測項目 単相２線 単相３線 三相３線 三相４線 備考 

デマンド電流 ＤＭｉ 

ＤＭｉ１ 

ＤＭｉＮ 

ＤＭｉ２ 

ＤＭｉａｖｇ 

ＤＭｉＲ 

ＤＭｉＳ 

ＤＭｉＴ 

ＤＭｉａｖｇ 

ＤＭｉＲ 

ＤＭｉＳ 

ＤＭｉＴ 

ＤＭｉＮ 

ＤＭｉａｖｇ 

 

最大デマンド電流 ＤＭｉＭａｘ 

ＤＭｉＭａｘ１ 

ＤＭｉＭａｘＮ 

ＤＭｉＭａｘ２ 

ＤＭｉＭａｘａｖｇ 

ＤＭｉＭａｘＲ 

ＤＭｉＭａｘＳ 

ＤＭｉＭａｘＴ 

ＤＭｉＭａｘａｖｇ 

ＤＭｉＭａｘＲ 

ＤＭｉＭａｘＳ 

ＤＭｉＭａｘＴ 

ＤＭｉＭａｘＮ 

ＤＭｉＭａｘａｖｇ 

 

デマンド電力 ＤＭｐ ＤＭｐ ＤＭｐ ＤＭｐ  

最大デマンド電力 ＤＭｐＭａｘ ＤＭｐＭａｘ ＤＭｐＭａｘ ＤＭｐＭａｘ  

高調波電流総合歪率 ＴＨＤｉ 

ＴＨＤｉ１ 

ＴＨＤｉＮ ※ 

ＴＨＤｉ２ 

ＴＨＤｉＲ 

ＴＨＤｉＳ ※ 

ＴＨＤｉＴ 

ＴＨＤｉＲ 

ＴＨＤｉＳ 

ＴＨＤｉＴ 

 

高調波電圧総合歪率 ＴＨＤｕ 
ＴＨＤｕ１Ｎ 

ＴＨＤｕ２Ｎ 

ＴＨＤｕＲＳ 

ＴＨＤｕＳＴ 

ＴＨＤｕＲＮ 

ＴＨＤｕＳＮ 

ＴＨＤｕＴＮ 

 

電力量 Ｅａ＋（受電）、Ｅａ－（送電） アナログ出力は無し 

無効電力量 
Ｅｒ＋Ｌａｇ（受電）、Ｅｒ－Ｌｅａｄ（送電）、 

Ｅｒ－Ｌａｇ（送電）、Ｅｒ＋Ｌｅａｄ（受電） 
アナログ出力は無し 

※ ３ＣＴのみ 
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（１０）計測へ影響を与える項目 

項目 内容 

補助電源電圧 補助電源電圧公称値の８０...１２０％の変化で許容影響変動値（５０％）以内 

補助電源周波数 補助電源周波数公称値の９０...１１０％の変化で許容影響変動値（５０％）以内 

周囲温度 周囲温度－１０...５５℃ 

入力量の周波数 公称値の９０...１１０％の変化で許容影響変動値（１００％）以内 

入力電圧 入力電圧公称値の８０...１２０％の変化で許容影響変動値（５０％）以内 

入力電流 入力電流公称値の２０...１２０％の変化で許容影響変動値（１００％）以内 

力率 
力率ｃｏｓ（ｓｉｎ）φ＝０．５...１．０...０．５の変化で許容影響変動値（５０％）

以内 

出力負荷 出力負荷公称値の１０...１００％の変化で許容影響変動値（５０％）以内 

入力量のひずみ ひずみ率０．２の第三高調波を加えたとき、許容影響変動値（２００％）以内 

外部磁界 ４００Ａ／ｍの外部磁界で許容影響変動値（１００％）以内 

不平衡電流 

電流を平衡とし、出力がスパンのほぼ中央としたときの出力値と、一つの電気回路を

外して電圧を平衡に、かつ、対称に保ち、他の電流回路を等しくし、測定量の初期値

を保つように調整したときの変動値が許容影響変動値（１００％）以内 

測定素子間の 

相互作用 

一つの電圧入力回路だけに公称電圧を印加。電流入力回路に公称電流を加える。電圧

及び電流の位相差を３６０°変化させたときの出力信号と、測定量ゼロに相当する出

力信号の差の最大値が許容影響変動値（５０％）以内 

自己加熱 
通電１分後から３分後まで間の出力信号と、３０分後から３５分後までの間の出力信

号の差が許容影響変動値（１００％）以内 

連続動作 連続動作後（６時間）の出力値が精度階級の規定以内のこと 
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（１１）試験項目 

（１１）－１ 電気試験項目 

① 絶縁抵抗試験 

ＤＣ５００Ｖメガーで測定 

・ 電気回路一括       ⇔ アース端子間  ５０ＭΩ以上 

・ 補助電源端子一括     ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ 電流入力端子一括    ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ 電圧入力端子一括    ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ アナログ出力端子一括  ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ ＲＳ－４８５端子一括  ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ 接点状態入力端子一括  ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

・ パルス出力端子一括   ⇔ 他回路一括   ５０ＭΩ以上 

 

② 電圧試験  

ＡＣ２２１０Ｖ ５秒間 印加して試験 

・ 電気回路一括       ⇔ アース端子間 

・ 補助電源端子一括     ⇔ 他回路一括 

・ 電流入力端子一括    ⇔ 他回路一括 

・ 電圧入力端子一括    ⇔ 他回路一括 

・ アナログ出力端子一括  ⇔ 他回路一括 

・ ＲＳ－４８５端子一括  ⇔ 他回路一括 

・ 接点状態入力端子一括  ⇔ 他回路一括 

・ パルス出力端子一括   ⇔ 他回路一括 

 

③ 雷インパルス 

電圧波形 １．２／５０μｓ 全波電圧 ±６ｋＶ ３回印加 

・ 電気回路一括 と アース端子間 

・ 入力端子一括 と 出力端子一括 

 

④ ノイズ耐量 

異常な誤動作や破損がないこと 

・ パルスノイズ 

±１５００Ｖ／１００ｎｓ、１μｓ 

・ 補助電源  コモン／ノーマルモード 

・ 電圧、電流 コモンモード 

・ 出力回路  コモンモード（間接） 

・ 電波ノイズ 

装置より３０ｃｍ離して電波１５０ＭＨｚ、４００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ帯５Ｗ断続放射 

・ 減衰振動ノイズ 

１...１．５ＭＨｚ、２．５ｋＶピーク電圧、３０秒間印加 

 

（１１）－２ 衝撃試験 

ＩＥＣ ６００６８－２－２７を適用し、条件は次による。 

ピーク加速度   ４９０ｍ／ｓ２ 

パルスの波形   正弦半波 

衝撃の回数    相互に直角な３軸方向に、正逆方向各３回（計１８回） 

パルスの作用時間 １１ｍｓ 

計器は、衝撃の３軸方向のうちの１方向が可動素子の回転軸と平衡になるように取り付ける。 

 

（１１）－３ 振動試験 

 ＩＥＣ ６００６８－２－６を適用し、条件は次による。 

 掃引振動数範囲 １０Ｈｚ...５５Ｈｚ...１０Ｈｚ 

 変位振幅    ０．１５ｍｍ 

 掃引回数    １０回 

 掃引速度    １オクターブ／分 

 振動の方向は、相互に直角な３軸方向とする。 
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（１２）ケース素材 

端子台    黒色ＰＴＢ樹脂 難燃性Ｖ０ ガラス繊維入り 

ケース   黒色ＡＢＳ樹脂 難燃性Ｖ０ 

端子カバー 透明ポリカーボネート 難燃性Ｖ０ 

 

 

（１３）使用条件 

使用条件項目 条件 

使用グループ 

Ⅰ 

使用グループ説明 

 

Ⅰ：屋内用であり、研究室、工場などで一般にみられる条件下で、 

その装置が注意して取り扱われる場所で使用されるもの。 

Ⅱ：厳しい環境から保護された場所で、取り扱いがグループⅠと 

グループⅢの中間の条件で使用されるもの。 

Ⅲ：屋外用で，かつ，厳しい条件で使用されるもの。 

測定カテゴリー 
Ⅲ 

（建造物の低電圧主電源供給システムの配電部に接続する試験及び測定回路に適用） 

汚染度 

２ 

（非導電性の汚染だけが存在し，ときどき，結露によって一時的に導電性になりうる

状態） 

使用温度 －１０...５５℃（２４時間の平均３５℃以下） （保存温度－２０...７０℃） 

使用湿度 ３０...８５％ＲＨ（結露無きこと）（保存湿度３０...８５％ＲＨ） 

標高 ２０００ｍ以下 

設置 直射日光のあたらない場所、塵埃の少ない場所に設置してください。 

その他 
腐食性ガスのある場所では使用しないでください。 

ご使用の場合は弊社に相談願います。 

 

 

（１４）表示仕様 

１２８×６４ フルドット有機ＥＬモジュール 
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【４】 外形寸法 
 

 

【外形寸法図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各部名称】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【端子名】 

 

  

ネジ径 端子幅 締付けトルク 

M4 8.5mm 1.2 N･m 

M3 5.8mm 0.5 N･m 

有機 EL 表示器 

押釦ｽｲｯﾁ×4 

13-M4 ﾈｼﾞ 

29-M3 ﾈｼﾞ 

端子番号 
(上段 M4 ﾈｼﾞ) 

端子番号 
(下段 M3 ﾈｼﾞ) 

USB ｺﾈｸﾀ 

ﾀｲﾌﾟ A 
(ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

1.14 以降対応) 

USB 使用不可 
のﾗﾍﾞﾙが貼られている製品は 

USB 機能が使用できません 

(M4 ネジ取付用) 本体重量：500g 
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【５】 接続方法 
 

 

（１）補助電源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
端子番号 11 12 13 

信号名 P N E 

 

 

（２）計測端子 

・ 単相２線の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
端子番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

信号名 V1 V2 NC NC 1S 1L NC NC NC NC 

 

  

Ｐ 

Ｎ 
電
源 

負
荷
側 

電
源
側 

※１：測定回路が低圧の場合、Ｖ．Ｔは不要です。 

※２：測定回路が低圧の場合、接地は不要です。 

・AC85...264V 50/60Hz 

DC85...143V 

 

・DC170...DC286V 

 

・DC20...DC60V 

※２ 

※１ V.T 

C.T 
１ 

２ 
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・ 単相３線及び三相３線の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

信号名 V1 V2 V3 NC 1S 1L (2S) (2L) 3S 3L 

        ()は 3CT の場合 

 

 

 

 

 

  

電
源
側 

負
荷
側 

※１：測定回路が低圧の場合、Ｖ．Ｔは不要です。 

※２：測定回路が低圧の場合、接地は不要です。 

※３：３ＣＴの場合は点線のＣＴを接続してください。 

※２ 

V.T 

C.T 

C.T 

C.T 

※１ 

※３ 

１ 

Ｎ 

２ 

(Ｒ) 

(Ｓ) 

 
(Ｔ) 

 



16 

 

 

・ 三相４線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
端子番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

信号名 V1 V2 V3 VN 1S 1L 2S 2L 3S 3L 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※１：測定回路が低圧の場合、Ｖ．Ｔは不要です。 

※２：測定回路が低圧の場合、接地は不要です。 

電
源
側 

負
荷
側 

※２ 

※１ 

V.T 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｎ 

C.T 

C.T 

C.T 
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（３）出力端子 

アナログ出力１０点 ，接点状態入力１点， パルス出力２点，ＲＳ－４８５通信出力 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
端子番号 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 

信号名 CH1 

+ 

CH2 

+ 

CH3 

+ 

CH4 

+ 

CH5 

+ 

CH6 

+ 

CH7 

+ 

CH8 

+ 

CH9 

+ 

CH10 

+ 

DI 

+ 

PLS1 

+ 

PLS2 

+ 

RS485 

+ 

RS485 

SL 

 
端子番号 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 

信号名 CH1 

- 

CH2 

- 

CH3 

- 

CH4 

- 

CH5 

- 

CH6 

- 

CH7 

- 

CH8 

- 

CH9 

- 

CH10 

- 

DI 

- 

PLS1 

- 

PLS2 

- 

RS485 

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＲＳ－４８５通信 

※１ 

接点状態入力 

※１：製品が通信接続の終端となる場合はＲＳ+端子とＲＳ-端子間に 100Ω 0.5W 以上の終端抵抗を 

接続してください。 

ＲＳ＋ 
ＲＳ－ 

ＳＬ 

パルス出力２ 

パルス出力１ 

アナログ出力 

Ｃ

Ｈ

１ 

Ｃ

Ｈ

２ 

Ｃ

Ｈ

３ 

Ｃ

Ｈ

４ 

Ｃ

Ｈ

５ 

Ｃ

Ｈ

６ 

Ｃ

Ｈ

７ 

Ｃ

Ｈ

８ 

Ｃ

Ｈ

９ 

Ｃ 

Ｈ 

１０ 
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【６】 主な動作フロー 
 

 

 
 

  

・計測値表示画面の状態で、[MODE]ボタンを押すとメニュー画面のトップに切り替わります。 

・計測値表示画面以外のどの画面からでも[MODE]ボタンを押していくと、計測値表示画面に戻ります。 

「1.Measurement」選択 

＋ [SET] 

 

または 

 

[MODE] 

「2.Status」選択 
＋ [SET] 

「3.Test」選択 
＋ [SET] 

「4.Set Param」選択 
＋ [SET] 

計測値表示画面 

メニュー画面トップ 

状態表示画面トップ 動作確認画面トップ 設定画面トップ 

「COM」表示 

RS-485 通信の状態を表示します。 

[MODE] 

[MODE] 

1.Measurement 

2.Status 

3.Test 

Menu 

1.Model 

2.Status 

1.Analog Out 

2.Pulse Out 

3.Com Test 

3.Test 

01.Wirig Type 

02.VT Param 

03.CT Param 

4.Set Param 

[∧] [∨] 

「DI」表示 

・接点状態入力（DI）の ON/OFF 状態を表示します。 

・ON となった回数を DI 状態の下に表示します。 

・ON 回数は最大 999999999 までカウントします。 

999999999 を超えた場合はカウントしません。 

・ON 回数は電源オフでクリアされます。 

INPUT     5.000A 

OUTPUT   20.00mA 

CH01          IR 

計測値表示 

項目 

CH01 CH06 PLS01 

CH02 CH07 PLS02 

CH03 CH08 DI 

CH04 CH09 COM 

CH05 CH10  

※アナログ出力,パルス出力の項目設定を 

「NON」にした場合は表示しません。 

DI  OFF 

    0 

DI 

SD 

RD 

COM 

 

SD 

RD 

COM 

 

SD 

RD 

COM 

 

SD 

RD  NG 

COM 

送信 

受信 

受信エラー 

1234567.8kWh 

1kWh/P 

PLS01        Ea+ 

「PLS01」・「PLS02」表示 

・パルス出力項目の積算量を表示します。 

・パルス出力レートを表示します。 

INPUT    60.00Hz 

OUTPUT   12.00mA 

CH10           f 

「CH01」～「CH10」表示 

・アナログ出力項目の計測値を表示します。 

・アナログ出力項目の計測値に対する出力 

換算値を表示します。 

 単位はアナログ出力仕様により[mA]と[V] 

 が切り替わります。 

 

･･･[Λ][Ｖ] ･･･[Λ][Ｖ] [Λ][Ｖ] [Λ][Ｖ] 

OUTPUT 表示桁数 

出力仕様 表示 

4...20mA 4.00...20.00mA 

0...1mA 0.000...1.000mA 

0...10V 0.00...10.00V 

1...5V 1.000...5.000V 

0...5V 0.000...5.000V 

※表示は計測値に対する出力換算値です。 

「5.USB」選択 
＋ [SET] 

USB 操作画面トップ 

1.USB->TM2 
2.TM2->USB 
 

5.USB 

・USB メモリを挿入すると、自動的に USB 操作画面トップに切り替わります。（例外あり※） 

 ※例外は下記の通りです。 

  ・設定画面の各画面を表示している時 

  ・USB メモリとして認識できない時 

  ・USB メモリ操作中に USB メモリを抜くなどの異常動作を行った時 
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【７】 計測関係の設定方法 
 

 

  

設定値（電圧出力範囲） 

項目 表示 設定値 

SPAN +50.00...+120.00% +50.00...+120.00% 

 

設定値（相線式） 

表示 設定値 表示 設定値 

1P2W  単相 2 線 3P4W 三相 4 線 

1P3W 単相 3 線（2CT） 1P3W_3CT 単相 3 線（3CT） 

3P3W 三相 3 線（2CT） 3P3W_3CT 三相 3 線（3CT） 

 

０１：相線式 

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

０４：電圧出力範囲 

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  長押しすると早く増減します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 

「01.Wiring Type」選択 
＋ [SET] 

「04.V Out Range」選択 
＋ [SET] 

[MODE] 

[MODE] 

3P3W 
01.Wiring Type 

01.Wiring Type 
02.VT Param 
03.CT Param 

4.Set Param 

SPAN     100.00% 

04.V Out Range 

０２：ＶＴ定格値 

設定方法 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、P（一次）か S（二次）を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

「02.VT Param」選択 
＋ [SET] 

設定値（ＶＴ定格値） 

設定値 備考 設定値 備考 

110V 共通 11000V ※ P(一次)のみ 

220V 共通 22000V ※ P(一次)のみ 

440V 共通 33000V ※ P(一次)のみ 

3300V ※ P(一次)のみ 66000V ※ P(一次)のみ 

6600V ※ P(一次)のみ 77000V ※ P(一次)のみ 

  SP ※ P(一次)のみ 

※SP：100...1000000V の範囲が 1V 単位で設定できます。 

[MODE] 
P           440V 

 

S           440V 

02. VT Param 

P が「SP」(特殊 VT 設定)の場合の設定方法 

 ①P を「SP」に設定して[SET]を押します。 

  (下に設定画面が現れ設定値は白抜き文字になります) 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

（ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。（白抜き文字が次の桁に移動します） 

（ここで[MODE]を押すと前の桁に戻ります） 

  最後の桁の場合は設定が完了します。 

(設定値が通常文字になります) 

 右表に該当する値が設定された場合は自動的に特殊設定 

モードが解除されます。 

P             SP 

            440V 

S           440V 

02. VT Param 

P             SP 

        1000000V 

S           440V 

02.VT Param 

[SET] [MODE] 最後の桁で 

[SET] 

特殊 VT 設定 [MODE] 

設定値（ＣＴ定格値） 

設定値 備考 設定値 備考 

1A ※ S(二次)のみ 400A ※ P(一次)のみ 

5A 共通 500A ※ P(一次)のみ 

10A ※ P(一次)のみ 600A ※ P(一次)のみ 

15A ※ P(一次)のみ 750A ※ P(一次)のみ 

20A ※ P(一次)のみ 800A ※ P(一次)のみ 

25A ※ P(一次)のみ 1000A ※ P(一次)のみ 

30A ※ P(一次)のみ 1200A ※ P(一次)のみ 

40A ※ P(一次)のみ 1500A ※ P(一次)のみ 

50A ※ P(一次)のみ 2000A ※ P(一次)のみ 

60A ※ P(一次)のみ 2500A ※ P(一次)のみ 

75A ※ P(一次)のみ 3000A ※ P(一次)のみ 

80A ※ P(一次)のみ 4000A ※ P(一次)のみ 

100A ※ P(一次)のみ 4500A ※ P(一次)のみ 

120A ※ P(一次)のみ 5000A ※ P(一次)のみ 

150A ※ P(一次)のみ 6000A ※ P(一次)のみ 

200A ※ P(一次)のみ 7500A ※ P(一次)のみ 

250A ※ P(一次)のみ 8000A ※ P(一次)のみ 

300A ※ P(一次)のみ SP ※ P(一次)のみ 

※SP：5...30000A の範囲が 1A 単位で設定できます。 

０３：ＣＴ定格値 

設定方法 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、P（一次）か S（二次）を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

P が「SP」(特殊 CT 設定)の場合の設定方法 

 ①P を「SP」に設定して[SET]を押します。 

  (下に設定画面が現れ設定値は白抜き文字になります) 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

（ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。（白抜き文字が次の桁に移動します） 

（ここで[MODE]を押すと前の桁に戻ります） 

  最後の桁の場合は設定が完了します。 

(設定値が通常文字になります) 

 右表に該当する値が設定された場合は自動的に特殊設定 

モードが解除されます。 

「03.CT Param」選択 
＋ [SET] 
[MODE] 

P             5A 

 

S             1A 

03.CT Param 

P             SP 

              1A 

S             1A 

 

03.CT Param 

P             SP 

          30000A 

S             1A 

03.CT Param 

[SET] [MODE] 
最後の桁で 

[SET] 

特殊 CT 設定 
[MODE] 

設定値（電流出力範囲） 

項目 表示 設定値 
SPAN +50.00...+120.00% +50.00...+120.00% 

※「デマンド電流」「最大デマンド電流」にも影響します 

０５：電流出力範囲 

設定方法 
 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 
  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 
  長押しすると早く増減します。 
  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 
 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

「05.I Out Range」選択 
＋ [SET] 
[MODE] 

SPAN     100.00% 
05.I Out Range 
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１０：周波数出力範囲 

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

１１：デマンド時限 

設定方法 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、DMi（電流）か DMp（電力）を選択しま

す。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 

０９：力率出力範囲 
設定方法 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

「09.PF Out Range」選択 
＋ [SET] 

「10.f Out Range」選択 
＋ [SET] 

「11.DM Interval」選択 
＋ [SET] 

設定値（周波数出力範囲） 

設定値 

45.0<>65.0Hz 

45.0<>55.0Hz 

55.0<>65.0Hz 

 

設定値（デマンド時限） 

表示 時限 表示 時限 

0S 瞬時 5M 5 分 

10S 10 秒 6M 6 分 

20S 20 秒 7M 7 分 

30S 30 秒 8M 8 分 

40S 40 秒 9M 9 分 

50S 50 秒 10M 10 分 

1M 1 分 15M 15 分 

2M 2 分 20M 20 分 

3M 3 分 25M 25 分 

4M 4 分 30M 30 分 

 

[MODE] 

[MODE] 

[MODE] 

０８：皮相電力出力範囲 

設定方法 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  長押しすると早く増減します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

  （ここで、ZERO-SPAN 値の差が 40%未満の場合は、 

変更前の値に戻ります） 

 

０７：無効電力出力範囲 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  長押しすると早く増減します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

  （ここで、ZERO-SPAN 値の差が 40%未満の場合は、 

変更前の値に戻ります） 

 

「07.Q Out Range」選択 
＋ [SET] 

「08.S Out Range」選択 
＋ [SET] 

[MODE] 

[MODE] 

設定値（無効電力出力範囲） 

項目 表示 設定値 

MODE 

2QUAD+ 2 象限 LAG が SPAN 

2QUAD- 2 象限 LEAD が SPAN 

4QUAD+ 4 象限 LAG が SPAN 

4QUAD- 4 象限 LEAD が SPAN 

ZERO -120.00...0.00% -120.00...0.00% 

SPAN 0.00...+120.00% 0.00...+120.00% 

ZERO-SPAN 値の差が 40%未満となる設定変更はできません 

04.V Out Range 

05.I Out Range 

06.P Out Range 

4.Set Param 

MODE      2QUAD+ 

ZERO       0.00% 
SPAN     100.00% 

07.Q Out Range 

ZERO       0.00% 

SPAN     100.00% 

08.S Out Range 

MODE      2QUAD+ 

RANGE    0<>100% 

09.PF Out Range 

45.0<>55.0Hz 
 

10.f Out Range 

DMi          10M 

DMp          10M 

 

11.DM Interval 

設定値（皮相電力出力範囲） 

項目 表示 設定値 

ZERO -120.00...0.00% -120.00...0.00% 

SPAN 0.00...+120.00% 0.00...+120.00% 

ZERO-SPAN 値の差が 40%未満となる設定変更はできません 

設定値（力率出力範囲） 

項目 表示 設定値 

MODE 

2QUAD+ 2 象限 LAG が SPAN 

2QUAD- 2 象限 LEAD が SPAN 

4QUAD+ 4 象限 LAG が SPAN 

4QUAD- 4 象限 LEAD が SPAN 

RANGE 
0<>100% 0.0...100.0% 

50<>100% 50.0...100.0% 

 

０６：電力出力範囲 

設定方法 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 
 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 
  （ここで[MODE]を押すと選択を解除します） 
 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 
  長押しすると早く増減します。 
  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 
 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 
  （ここで、ZERO-SPAN 値の差が 40%未満の場合は、 

変更前の値に戻ります） 

「06.P Out Range」選択 
＋ [SET] 
[MODE] 

MODE           + 
ZERO       0.00% 
SPAN     100.00% 

06.P Out Range 
設定値（電力出力範囲） 

項目 表示 設定値 

MODE + 受電側が SPAN 
- 送電側が SPAN 

ZERO -120.00... 0.00% -120.00... 0.00% 
SPAN 0.00...+120.00% 0.00...+120.00% 

ZERO-SPAN 値の差が 40%未満となる設定変更はできません 

※「デマンド電力」「最大デマンド電力」にも影響します 
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【８】 アナログ出力関係の設定方法 
 

 

 
表示項目名 内容 設定値 

CH 以下の項目を設定するチャンネルの選択 CH01 ... CH10 

Item 対象となる計測項目 下表参照 

ZERO 出力ゼロ調整値 -5.0 ... 5.0% 

SPAN 出力スパン調整値 -5.0 ... 5.0% 

Limit 出力リミット 
OFF：定格出力の-6...106%で出力 

 ON：定格出力の 0...100%で出力 

 

アナログ出力の対象となる計測項目は下表の通り。（設定している相線式によって異なります） 

表示 
設定値 

 表示 
設定値 

単相 2 線 単相 3 線 三相 3 線 三相 4 線  単相 2 線 単相 3 線 三相 3 線 三相 4 線 

NON NON NON NON 無  

PF ΣPF ΣPF 

ΣPF 

PFR 

PFS 

PFT 

力率 

V 

V1N 

V2N 

V12 

VRS 

VST 

VTR 

VRS 

VST 

VTR 

URN 

USN 

UTN 

電圧 

 

 

 

 f f f f 周波数 

DMi 

DMi1 

DMiN 

DMi2 

DMiX 

DMiR 

DMiS 

DMiT 

DMiX 

DMiR 

DMiS 

DMiT 

DMiN 

DMiX 

デマンド電流 

I 

I1 

IN 

I2 

IR 

IS 

IT 

IR 

IS 

IT 

IN 

電流 

 

 

 

DMiM 

DMiM1 

DMiMN 

DMiM2 

DMiMX 

DMiMR 

DMiMS 

DMiMT 

DMiMX 

DMiMR 

DMiMS 

DMiMT 

DMiMN 

DMiMX 

最大デマンド電流 
P ΣP ΣP 

ΣP 

PR 

PS 

PT 

電力 

 

 

Q ΣQ ΣQ 

ΣQ 

QR 

QS 

QT 

無効電力 

 DMp DMp DMp DMp デマンド電力 

 DMpM DMpM DMpM DMpM 最大デマンド電力 

 

THDi 

THDi1 

THDiN※ 

THDi2 

THDiR 

THDiS※ 

THDiT 

THDiR 

THDiS 

THDiT 

高調波電流 

総合歪率 
 

S ΣS ΣS 

ΣS 

SR 

SS 

ST 

皮相電力 

 

 

THDu 
THDu1N 

THDu2N 

THDuRS 

THDuST 

THDuRN 

THDuSN 

THDuTN 

高調波電圧 

総合歪率 
 

 

 

出力ゼロ・スパン調整と出力リミットについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定方法（全項目共通） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （・「ZERO」「SPAN」の項目は、[Λ]、[Ｖ]を長押しで、値が早く増減します） 

  （・ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 
「12.AN Out Param」選択 

＋ [SET] 

[MODE] 
10.f Out Range 

11.DM Interval 

12.AN Out Param 

4.Set Param 
CH          CH01 

Item         NON 

ZERO         0.0 

12.AN Out Param 

【ゼロ調整】 

【スパン調整】 

ｾﾞﾛ定格出力値 
±5% 

ｽﾊﾟﾝ定格出力値 

出力 

入力 

0% 100% 

出力について 

・出力は計測入力範囲の下限...上限を定格出力値の 0%...100%で

出力します。 

 (例えば 0A...5A の入力に対し 4...20mA を出力します) 

 ※設定値「NON」を選択した場合は、0%を出力します。 

 

表示について 

・表示の OUTPUT は入力に対する出力換算値を表示します。 

 ゼロ調整および、スパン調整を行った場合、実際の出力値と表示

値にずれが生じます。 

 

ゼロ調整 

・ゼロ相当の入力を入れたときのゼロ定格出力値(0%)を±5%の幅

で調整します。 

ただし、±5%は(スパン値－ゼロ値)に対する割合です。 

 

スパン調整 

・スパン相当の入力を入れたときのスパン定格出力値(100%)を

±5%の幅で調整します。 

ただし、±5%は(スパン値－ゼロ値)に対する割合です。 

 

出力リミット 

・出力リミット OFF の場合は定格出力値の-6%...106%まで出力可

能です。 

・出力リミット ON の場合は定格出力値の範囲で出力が制限されま

す。 

 

上限値(106%) 

 

下限値(-6%) 

 

ｾﾞﾛ定格値 

±5% ｽﾊﾟﾝ定格出力値 

 

出力 

入力 

0% 100% 

上限値(106%) 

下限値(-6%) 

出力リミット OFF 出力リミット ON 

【ゼロ調整】 

【スパン調整】 

ｾﾞﾛ定格出力値 

 

±5% 

ｽﾊﾟﾝ定格出力値 

 

出力 

入力 

0% 100% 

ｾﾞﾛ定格出力値 

 

±5% ｽﾊﾟﾝ定格出力値 

 

出力 

入力 
0% 100% 

※3CT のみ 
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【９】 パルス出力関係の設定方法 
 

 

 
 

表示項目名 内容 設定値 

PLS01/PLS02 以下の項目を設定するチャンネルの選択 PLS01、PLS02 

Item 対象となる計測項目 

 

表示 設定値 表示 設定値 

NON 無 Er+  無効電力量 受電 LAG 側 

Ea+ 電力量 受電 Er+  無効電力量 受電 LEAD 側 

Ea- 電力量 送電 Er-  無効電力量 送電 LAG 側 

  Er-  無効電力量 送電 LEAD 側 

 

 

Rate パルス出力レート ※ 

0.01kWh/P 

0.1kWh/P 

1kWh/P 

10kWh/P 

100kWh/P 

1000kWh/P 

※パルス出力レートの設定は 12000 パルス／1 時間以下となるように設定してください。（この値を超えて設定した場合、誤差になる恐れがあります。 

 計測項目が「NON」に設定されている場合はパルスレートの設定項目は表示されません。 

 

 

【１０】 通信関係の設定方法 
 

 

 
表示項目名 内容 設定値 備考 

Type 通信仕様 
Modbus 

Plsnet 

Modbus：Modbus プロトコル 

Plsnet：+Net プロトコル 

Address 通信局番 0 ... 247 0 の時は無応答、無動作となります。 

Baudrate 通信速度 

9600 

19200 

38400 

単位：bps 

Parity パリティ 

ODD 

EVEN 

NON 

ODD：奇数 

EVEN：偶数 

NON：無 

StopBit ストップビット 
1 

2 

単位：bit 

RecvEnd 電文の受信完了認識時間 0 ... 250ms Modbus のみ有効 

SendStart 応答電文の送信開始待ち時間 0 ... 250ms 

AN Interlock +Net 通信スケールアナログ出力連動 
ON  

OFF  

ON：通信スケールとアナログ出力連動 

OFF：通信スケールとアナログ出力非連動 

PF Range 力率通信範囲 
0<>100% 

50<>100% 

・Plsnet のみ有効。 

・+Net 通信スケールアナログ出力連動が「ON」のとき 

設定値は無効となり、アナログ出力値に連動して通信 

出力します。 f Range 周波数通信範囲 

45<>65Hz 

45<>55Hz 

55<>65Hz 

 

  

設定方法（「Item」「Rate」） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 
「13.PLS Out Param」選択 

＋ [SET] 
設定方法（チャンネルの選択） 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、CH を選択します。 
 ②[SET]を押します。 

（「Item」が白抜き文字になり、「Item」

「Rate」の設定が可能となります） 
[MODE] 

13.PLS Out Param 
14.IF Param 

15.LAG/LEAD 

4.Set Param 
PLS01 
Item         Ea+ 
Rate   0.01kWh/P 

13.PLS Out Param 

設定方法（全項目共通） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、項目を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （・「Address」「RecvEnd」「SendStart」の項目は、[Λ]、[Ｖ]を長押しで、値が早く増減します） 

  （・ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 
「14.IF Param」選択 

＋ [SET] 

[MODE] 
13.PLS OUT Param 

14.IF Param 

15.LAG/LEAD 

4.Set Param 
Type      Modbus 
Address        1 
BaudRate    9600 

14.IF Param 
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【１１】 送電時の LAG/LEAD設定方法 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２】 表示関係の設定方法 
 

 

 

  

設定値 

表示 設定 

LAG 標準計測 

LEAD 潮流計測 

 

設定方法（全項目共通） 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定画面トップ 
「15.LAG/LEAD」選択 

＋ [SET] 

[MODE] 
13.PLS OUT Param 
14.IF Param 

15.LAG/LEAD 

4.Set Param 
LAG 

15.LAG/LEAD 

d 

設定値（LCD 消灯時限）  
表示 時間 

5M 5 分 

10M 10 分 

30M 30 分 

60M 60 分 

 

設定画面トップ 
１６：表示設定 

設定方法 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、Contrast（輝度）か 

OffTime（LCD 消灯時間）を選択します。 

 ②[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 

 ③[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （・[Λ]、[Ｖ]を長押しで、値が早く増減します） 

  （・ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ④[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

設定値（輝度） 

 0 ... 255 
「16.Display」選択 

＋ [SET] 

[MODE] 
16.Display 
17.SUM Unit 
18.MAX/MIN 

4.Set Param 
Contrast     255 
OffTime      30M 

16.Display 

 

画面消灯時の動作について 
画面消灯中に何れかのボタンを押すと表示が点灯し、 

起動直後の出力値表示画面戻ります。 

LAG（標準計測） LEAD（潮流計測） 

LEAD と LAG は下記の記号で 

表示します 

項目 記号 

LAG  

LEAD  
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【１３】 積算量の単位設定 
 

 

 
 

 

 

【１４】 最大値／最小値リセット 
 

 

 
 

 

 

【１５】 積算量のプリセット 
 

 

 
 

  

設定画面トップ 

「17.SUM Unit」選択 

＋ [SET] [SET] 

[MODE] 

[SET] 

[MODE] 

16.Display 
17.SUM Unit 
18.MAX/MIN 

4.Set Param 

k 
17.SUM Unit 
  k 

17.SUM Unit 
  

設定値(単位) 

k 

M 

G 

NON 

 

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 

※積算量の単位設定を変更した場合、表示桁以下の値は保持されます。 

※この設定は+NET 通信には適用されません。通信仕様書をご確認ください。 

設定画面トップ 

「18.MAX/MIN」選択 

＋ [SET] 
[SET] 

[MODE] 

または 

[SET] 
[MODE] 

16.Display 
17.SUM Unit 

18.MAX/MIN 

4.Set Param 

MAX/MIN Reset 
18.MAX/MIN 

MAX/MIN Reset 

Cancel 

18.MAX/MIN 
  

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③「RUN」に設定して[SET]を押下すと、リセットが完了します。 

  「Cancel」の場合は一つ前の状態に戻ります。 
MAX/MIN Reset 

Run    

18.MAX/MIN 
  

[Λ] [Ｖ] 

[SET] 

リセット完了 
[MODE] 

設定画面トップ 

「19.Preset」選択 

＋ [SET] [SET] 

[MODE] 
[SET] 
[MODE] 

・・・[SET] 
・・・[MODE] 

[SET] 

[MODE] 

19.Preset 

20.DI 

21.Param Clear 

4.Set Param 

Ea+ 
0000000.0 

19.Preset 
  Ea+ 

0000000.0 

19.Preset 
  

設定値(項目) 

Ea+ 

Ea- 

Er+  

Er+  

Er-  

Er-  

Eap+ 

Eap- 

 

設定方法（全項目共通） 
 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

（設定中の項目は白抜き文字になります） 
 ②[SET]を押して次の設定値に移動します。 

  ([MODE]を押すと一つ前の状態に戻ります) 

 ③最後の桁で[SET]を押下すと、設定が完了します。 
  (設定完了前に[MODE]を押して項目の設定まで戻ると設定した値は 

クリアされます)。 

設定値(積算値) 

0 ... 9 

Ea+ 
0000000.0 

19.Preset 
  Ea+ 

0000000.0 

19.Preset 
  

※プリセットした場合は表示桁以外の積算量値は 0 となります。 
積算量の一括クリアについて 

詳細は【17】項の積算量一括クリアで電力量と無効電力量の積算値を一括でクリアできます。 
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【１６】 接点状態入力機能設定 
 

 

 

 

 

 

【１７】 設定値初期化 
 

 

 

  

  

設定画面トップ 

「20.DI」選択 

＋ [SET] 
[SET] 

[MODE] 

または 

[SET] 
[MODE] 

19.Preset 

20.DI 

21.Param Clear 

4.Set Param 

DI 
20.DI 

DI 
20.DI 
  

設定方法 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字になります） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 
  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。(設定値が通常文字になります) 
 

設定値 

DI 

MAX/MIN Reset 

 
※「MAX/MIN Reset」の場合も「DI」の表示および通信出力は有効です。 

設定画面トップ 

「21.Param Clear」選択 

＋ [SET] 

[SET] 

初期化完了 

[MODE] 

[SET] 

[MODE] 
または 
｢SET｣ 

[MODE] 

19.Preset 

20.DI 

21.Param Clear 

4.Set Param 

Parameters Clear 
21.Param Clear 

Parameters Clear 
Cancel 

21.Param Clear 

Parameters Clear 
Run 

21.Param Clear 

設定方法（設定値初期化） 

 ①[SET]を押します。（設定値が白抜き文字で表示されます） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 
 ③「RUN」に設定して[SET]を押下すと、初期化が完了します。 

  「Cancel」の場合は一つ前の状態に戻ります。 

 

 

[Λ] [Ｖ] 

設定値の初期化について 

  ・【18】項の設定値が初期値に戻ります。 

  ・最大値・最小値とデマンド値はクリアされます。 

  ・積算量については、初期化（0 クリア）はされません。 

  ・各設定値が初期化されますので、現在の設定値を確認、控えた上で初期化を行ってください。 

設定方法（積算量一括クリア） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を長押します。（設定値が白抜き文字で表示されます） 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 
 ②[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を「SumValue Clear」にします。 

  （ここで[MODE]を押すと変更を取り消せます） 

 ③[SET]を押します。（次の設定値が白抜き文字で表示されます） 
 ③「RUN」に設定して[SET]を押下すと、積算値クリアが完了します。 

  「Cancel」の場合は一つ前の状態に戻ります。 

 

Parameters Clear 
21.Param Clear 

Parameters Clear 
21.Param Clear 

SumValue Clear 
21.Param Clear 

SumValue Clear 
Cancel 

21.Param Clear 

SumValue Clear 
Run 

21.Param Clear 
[Λ] [Ｖ] 

[Λ][Ｖ]長押 

[MODE] 

[SET] 

積算量クリア 

「21.Param Clear」選択 

＋ [SET] 

[MODE] 

【設定値初期化】 

設定値初期化へ 

【積算量一括クリア】 

[SET] 
[MODE] 

積算量一括クリアについて 

 ・電力量、無効電力量の積算量を一括して 0 クリア 

 ・【18】項の設定値、最大値・最小値とデマンド値はクリアされません。 

・現在の設定値を確認、控えた上で初期化を行ってください。 

 【15】項の積算量プリセットで積算値を設定できます。 

[Λ] [Ｖ] 
[SET] 

[MODE] 

[MODE] 

[SET] 
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【１８】 設定項目一覧 
 

各設定項目一覧を下表に示します。 

「設定値初期化」を行うと、下表の初期値に戻ります。 

相線式を変更した場合は強制的に下表の相線式別設定値に変更されます。 

 

  

設定画面内

の番号 
設定項目 初期値 各相線式別設定値 備考 

01 相線式 三相 3 線（2CT） 1P2W 1P3W 3P3W 3P4W 

変更するとデマンド電流,デマンド電力, 

最大・最小値がクリアされます 

02 ＶＴ一次側定格値 220V 110V 110V 220V 220V 

02 ＶＴ二次側定格値 220V 110V 110V 220V 220V 

03 ＣＴ一次側定格値 5A 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し 

03 ＣＴ二次側定格値 5A 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し 

04 電圧出力範囲 SPAN 100.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

05 電流出力範囲 SPAN 100.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

06 電力出力範囲 MODE + 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

06 電力出力範囲 ZERO 0.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

06 電力出力範囲 SPAN 100.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

07 無効電力出力範囲 MODE 2QUAD+ 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

07 無効電力出力範囲 ZERO 0.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

07 無効電力出力範囲 SPAN 100.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

08 皮相電力出力範囲 ZERO 0.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

08 皮相電力出力範囲 SPAN 100.00% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

09 力率出力範囲 MODE 2QUAD+ 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

09 力率出力範囲 RANGE 50...100% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

10 周波数出力範囲 45.0...65.0Hz 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

11 デマンド電流時限 10 分 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し 変更するとデマンド電流,デマンド電力 

がクリアされます。 11 デマンド電力時限 15 分 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し 

12 アナログ出力 1 項目 IR I I1 IR IR  

12 アナログ出力 2 項目 IS NON IN IS IS  

12 アナログ出力 3 項目 IT NON I2 IT IT  

12 アナログ出力 4 項目 VRS V V1N VRS VRS  

12 アナログ出力 5 項目 VST NON V2N VST VST  

12 アナログ出力 6 項目 VTR NON V12 VTR VTR  

12 アナログ出力 7 項目 ΣP P ΣP ΣP ΣP  

12 アナログ出力 8 項目 ΣQ Q ΣQ ΣQ ΣQ  

12 アナログ出力 9 項目 ΣPF PF ΣPF ΣPF ΣPF  

12 アナログ出力 10 項目 f f f f f  

12 アナログ出力 1 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 2 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 3 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 4 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 5 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 6 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 7 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 8 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 9 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 10 ゼロ 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 1 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 2 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 3 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 4 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 5 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 6 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 7 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 8 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 9 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 10 スパン 0.0% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 1 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 2 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 3 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 4 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 5 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 6 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 7 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 8 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 9 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

12 アナログ出力 10 出力リミット OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

13 パルス出力 1 項目 電力量 受電 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

13 パルス出力 2 項目 無効電力量 受電 LAG 側 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

13 パルス出力 1 レート 1kWh（varh）/ パルス 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

13 パルス出力 2 レート 1kWh（varh）/ パルス 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 通信仕様 Modbus 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 通信局番 0 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 通信速度 9600BPS 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 パリティ 偶数 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 ストップビット 1 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 電文の受信完了認識時間 0ms 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 応答電文の送信開始待ち時間 0ms 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 +Net 通信スケールアナログ出力連動 OFF 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 力率通信範囲 ±50%...±100% 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

14 周波数通信範囲 45.0...65.0Hz 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

15 送電時の LAG/LEAD の設定 LAG 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

16 LCD 輝度 127 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

16 LCD 消灯時間 5 分 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

17 積算量の単位 k 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  

20 接点状態入力機能設定 DI 変更無し 変更無し 変更無し 変更無し  
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【１９】 アナログ出力テスト 
 

 

 
 

 

【２０】 パルス出力テスト 
 

 

 
 

 

【２１】 通信テスト 
 

 

 

  

「1.Analog Out」選択 

＋ [SET] 

動作確認画面トップ 

設定方法（全項目共通） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。（設定中の項目は白抜き文字になります） 

 ②[SET]を押して次の設定値に移動します。 

  出力値を設定中に[SET]を押下すと出力が OFF/ON します。 

 ③[MODE]を押すと一つ前の状態に戻ります。 

[SET] 

[MODE] [MODE] 
[SET] 

1.Analog Out 

2.Pulse Out 

3.Com Test 

3.Test 
CH01 
ZERO OFF 

1.Analog Out 

設定値(CH) 

CH01 

CH02 

CH03 

CH04 

CH05 

CH06 

CH07 

CH08 

CH09 

CH10 

ALL 

 

設定値(出力値) 

ZERO ゼロ値を出力 

SPAN スパン値を出力 

HALF 中間値を出力 

 

出力 

OFF 

ON 

 

CH01 
ZERO OFF 

1.Analog Out 
CH01 
ZERO ON 

1.Analog Out 

動作確認画面トップ 

ON すると設定したチャンネルに 

1Hz のパルスを出力します。 

[SET] 
[MODE] 

「2.Pulse Out」選択 

＋ [SET] PLS01 
OFF 

2.Pulse Out 
1.Analog Out 
2.Pulse Out 
3.Com Test 

3.Test 
PLS01 

ON 

2.Pulse Out 

設定値(CH) 

PLS01 

PLS02 

ALL 

 設定方法（全項目共通） 

 ①[Λ]、[Ｖ]を押し、設定値を変更します。（設定中の項目は白抜き文字になります） 

 ②[SET]を押下すと出力が OFF/ON します。 

 ③[MODE]を押すと一つ前の状態に戻ります。 

出力 

OFF 

ON 

 

動作確認画面トップ 

[MODE] 

「3.Com Test」選択 

＋ [SET] 

[SET] Test Send 

000  OFF 
 

3.Com Test 
1.Analog Out 
2.Pulse Out 
3.Com Test 

3.Test 
Test Send 

050  ON 
 

3.Com Test 

設定値(%) 
000 ... 100 出力 

OFF 

ON 

 
設定方法 

①[Λ]、[Ｖ]を押し出力する計測値を 0...100%で設定してください。 

([Λ]、[Ｖ]を長押しで、値が早く増減します) 

②[SET]を押下すると出力が OFF/ON します。 

 「ON」でテストを開始し、「OFF」でテストを停止します。 

③[MODE]を押すと一つ前の状態に戻ります。 

送信する項目は瞬時値のみとし、0...100%の設定で以下の値を送信します。 

通信仕様が Modbus プロトコルの場合：0...10000 

通信仕様が +Net プロトコルの場合：0...2000 
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【２２】 検相機能 
 

 
 

 
 

 

 

【２３】 型式・バージョンの確認 
 

 

 
 

  

R 9999  

S 9999 

T 9999     CCW 

「4.P Indicator」選択 

＋ [SET] 

動作確認画面トップ 
・電圧の相の状態を、バーグラフに表示します。（右方向にバーが動くと正相になります） 

 単相 3 線、単相 2 線の場合はバーは動きません。 

・バーグラフの下側に、正相時には「CW」、逆相時には「CCW」と表示します。 

 単相 3 線、単相 2 線の場合は表示しません。 

・バーグラフの左側には、相線式によって下記内容を表示します。 

三相 4 線・三相 3 線：R、S、T の各相の電力の状態を表示します。 

単相 3 線：1、2 の各相の電力の状態を表示します。 

単相 2 線：電力の状態を表示します。 

正相時 

逆相時 

[MODE] 

[MODE] 

R 9999 

S 9999 

T 9999   CW 

4.P Indicator 
4.P Indicator 
3.Test 

4.P Indicator 

R 9999 

S 9999 

T 9999     CW 

4.P Indicator 
R 9999 

S 0 

T 9999     CW 

4.P Indicator 
1 9999 

N 9999 

2 9999      

4.P Indicator 
三相 4 線 

P 9999 

 

4.P Indicator 
三相 3 線 単相 3 線 単相 2 線 

各相式の表示例 

状態表示画面トップ 
本体の型式とソフトウェアバージョンを表示します。 

[MODE] 

「1.Model」選択 
＋ [SET] 1.Model 

2.Status 
TM2-132-1 

Ver.1.00 

1.Model 
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【２４】 USBメモリ経由での設定値変更（※対応ファイルシステムは FAT16、FAT32のみ） 
 

 

 
 

  

USB 操作画面トップ 

[MODE] 

「1.USB->TM2」選択 
＋ [SET] 

1.USB->TM2 

2.TM2->USB 

5.USB 

Please insert 

a flash drive. 

1.USB->TM2 

[MODE] 

「1.USB->TM2」選択 
＋ [SET] Getting 

file names. 

1.USB->TM2 
設定ファイルを 

取得 
TM00100.XML 

TM00101.XML 

TM00102.XML 

1.USB->TM2 [SET] 

[MODE] 
Do you want to 
overwrite 

this settings? 

1.USB->TM2 

設定ファイルに 

異常あり 

 

Setting error. 

1.USB->TM2 
 

Setting 
complete. 

1.USB->TM2 

設定値変更 

完了 

[MODE] [MODE] 

操作方法 
①設定ファイルが保存されている USB メモリを挿入します。 
②[Λ]、[Ｖ]を押し、対象のファイル名にカーソル位置を合わせます。 
 （・ファイル名は全て大文字で表示されます） 
 （・対象のファイル名が表示されない場合は、USB メモリをフォーマット

してから、再度やり直してください） 
③[SET]を押します。 

 （ここで[MODE]を押すとファイル名を選び直せます） 

④[SET]を押します。 

 （必ず「Setting error.」または「Setting complete.」の表示を確認し

てから USB メモリを抜いてください） 

注意！ 

 ・【18】項の設定値が変更されます。 

 ・各設定値が変更されますので、現在の設定値を確認、控えた上で設定値変更を行ってください。 
 ・USB メモリには製品の設定ファイルのみを保存してください。 

 ・USB メモリには設定ファイルを 10 件以上は保存しないでください。 

 ・USB メモリを操作中に USB メモリを抜いたり電源を切ったりしないでください。 

  （製品の設定が異常になったり、USB メモリが壊れたりする可能性があります） 

 ・USB メモリ以外の USB 機器を接続しないでください。 

  （製品および USB 機器が壊れる可能性があります） 

動作確認済み USB メモリ（推奨） 

メーカー Swissbit 

シリーズ名 unitedCONTRAST-Ⅱ 

規格 
USB2.0(USB1.1 compatible) 

USB2.0 A-Plug 

容量 2GB 

 

【USB メモリを認識していない時】 

【USB メモリを認識している時】 

[SET] Accessing 
the flash drive. 

1.USB->TM2 

設定ファイルについて 
 ・形式は XML ファイルです。 

 ・【25】項の機能もしくは、X□2 シリーズメンテナンスソフトウェア（TPS-16）で

作成してください。 

 ・他のソフトまたは手動で編集した XML ファイルは使用しないでください。 

「Setting error.」画面について 

  この画面が表示された場合は、USB メモリをフォーマットしてから、設定ファイルを USB メモリに入れ直して

ください。 

設定ファイル名の表示について 

 図では例として、下記ファイル名の設定ファイルが USB メモリに保存されているときを記載しています。 

  TM00100.xml、TM00101.xml、TM00102.xml、TM00103.xml 

 

 ※ファイル名の表示順は USB メモリのディレクトリに登録されている順番です。 

  （表示されるファイル名の順番は必ずしもアルファベット順とはなりませんのでご注意ください） 

 ※設定ファイルのファイル名に製品で表示できない文字が含まれている場合は、その文字を「?」として表示

します。 

 ※設定ファイルのファイル名に全角文字が含まれている場合は正しく表示されません。 

 ※設定ファイルのファイル名が半角 8 文字以上の場合は、「最初の半角 6 文字+’~’+数字」となります。 

   例：LongFileName.xml→LONGFI~1.XML（数字は必ずしも 1 になるとは限りません） 

TM00103.XML 

1.USB->TM2 

設定ファイルが 

存在しないとき 

･･･[Λ][Ｖ] 

USB メモリを

認識したとき 
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【２５】 USBメモリへの設定値保存（※対応ファイルシステムは FAT16、FAT32のみ） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

USB 操作画面トップ 

[MODE] 

「2.TM2->USB」選択 
＋ [SET] 

1.USB->TM2 

2.TM2->USB 

5.USB 

Please insert 

a flash drive. 

2.TM2->USB 

[MODE] 

「2.TM2->USB」選択 
＋ [SET] Do you want to 

output 

this settings? 

2.TM2->USB 
 

設定ファイル

出力失敗 

 

Setting error. 

2.TM2->USB 
 TM00100.XML 

Setting 
complete. 

2.TM2->USB 
 

設定ファイル 

出力完了 

[MODE] [MODE] 

操作方法 
①USB メモリを挿入します。 
②[SET]を押します。 

 （・設定ファイルの出力が完了すれば 1 行目に出力したファイル名を表

示します） 

 （・必ず「Setting error.」または「Setting complete.」の表示を確認

してから USB メモリを抜いてください） 

注意！ 
 ・USB メモリには製品の設定ファイルのみを保存してください。 

 ・USB メモリには設定ファイルを 10 件以上は保存しないでください。 

 ・USB メモリを操作中に USB メモリを抜いたり電源を切ったりしないでください。 

  （製品の設定がおかしくなったり、USB メモリが壊れたりする可能性があります） 

 ・USB メモリ以外の USB 機器を接続しないでください。 

  （製品および USB 機器が壊れる可能性があります） 

動作確認済み USB メモリ（推奨） 

メーカー Swissbit 

シリーズ名 unitedCONTRAST-Ⅱ 

規格 
USB2.0(USB1.1 compatible) 

USB2.0 A-Plug 

容量 2GB 

 

【USB メモリを認識していない時】 

【USB メモリを認識している時】 

[SET] Accessing 
the flash drive. 

2.TM2->USB 
 

「Setting error.」画面について 

  この画面が表示された場合は、USB メモリをフォーマットしてください。 

出力する設定ファイルについて 

 ・形式は XML ファイルです。 

 ・図では例として、設定ファイルが「TM00100.xml」として出力したときを記載しています。 

  ※ファイル名の指定はできません。 

  ※ファイル名の形式は以下の通りです。 

    「TM△△△〇〇」 

      ・△△△：通信局番（3 桁）（【10】項参照） 

      ・〇〇 ：連番 00～09（2 桁） 

 ・一つの USB メモリに同一の通信局番で保存できる件数は 10 件です。 

 ・製品に時計機能が無いため、設定ファイルの更新日時は空白となります。 

USB メモリを

認識したとき 

 

Setting error. 

2.TM2->USB 

  

USB メモリ内の情報 

読み取りに失敗 

[MODE] 
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【２６】 資料１ 計測範囲 
 

 

項目 電流定格 電圧定格 計測範囲(表示範囲) ※1 備考 

電流 

1A 
－ 0.000A...1.000A ※2 

(0.000A...1.200A) 

入力電流が定格の0.2%(0.002A)未満の時、0を表示。 

※N相は定格の 0.4%(0.004A)未満の時、0 を表示。 

5A 
－ 0.000A...5.000A 

(0.000A...6.000A) 

入力電流が定格の 0.2%(0.01A)未満の時、0 を表示。

※N相は定格の 0.4%(0.02A)未満の時、0 を表示。 

線間電圧 

－ 
110V 

0.0V...150.0V 

(0.0V...180.0V) 

入力電圧が 40V 未満の時、0 を表示。 
－ 

220V 
0.0V...300.0V 

(0.0V...360.0V) 

－ 
440V 

0.0V...600.0V 

(0.0V...600.0V) 

相電圧 

－ 
110V 

0.0V...150.0/√3V 

(0.0V...180.0/√3V) 

入力電圧が 40/√3V 未満の時、0を表示。 
－ 

220V 
0.0V...300.0/√3V 

(0.0V...360.0/√3V) 

－ 
440V 

0.0V...600.0/√3V 

(0.0V...600.0/√3V) 

電力 

1A 

110V 
-200W...0W...200W 

(-240W...0W...240W) 

電流表示が 0A または電圧表示が 0V の時、0 を表示。 

※電力の足切りは各相で行います。 

  

相線式 

1P2W の場合は 1/2 の出力になります。 

1P3W の場合は V12が 220V、V1N・V2N が 110Vとなり

ます。 

220V 
-400W...0W...400W 

(-480W...0W...480W) 

440V 
-800W...0W...800W 

(-960W...0W...960W) 

5A 

110V 
-1000W...0W...1000W 

(-1200W...0W...1200W) 

220V 
-2000W...0W...2000W 

(-2400W...0W...2400W) 

440V 
-4000W...0W...4000W 

(-4800W...0W...4800W) 

無効電力 

1A 

110V 
-LEAD200var...0var...LAG200var 

(-LEAD240var...0var...LAG240var) 

220V 
-LEAD400var...0var...LAG400var 

(-LEAD480var...0var...LAG480var) 

440V 
-LEAD800var...0var...LAG800var 

(-LEAD960var...0var...LAG960var) 

5A 

110V 
-LEAD1000var...0var...LAG1000var 

(-LEAD1200var...0var...LAG1200var) 

220V 
-LEAD2000var...0var...LAG2000var 

(-LEAD2400var...0var...LAG2400var) 

440V 
-LEAD4000var...0var...LAG4000var 

(-LEAD4800var...0var...LAG4800var) 

皮相電力 

1A 

110V 
0VA...200VA 

(0VA...240VA) 

220V 
0VA...400VA 

(0VA...480VA) 

440V 
0VA...800VA 

(0VA...960VA) 

5A 

110V 
0VA...1000VA 

(0VA...1200VA) 

220V 
0VA...2000VA 

(0VA...2400VA) 

440V 
0VA...4000VA 

(0VA...4800VA) 

※1 アナログ出力は出力仕様に沿って、計測範囲を定格として出力を行います。上限値はその 106%です。(アナログ出力設定の

Limit を「OFF」にした場合) 

表示値、アナログ出力値及び通信出力値については表示範囲を上限とします。 

詳細は次項【資料 2】を参照ください。 

※2 入力定格 1A タイプにつきましても、表示は 5A 定格以上になります。 
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項目 電流定格 電圧定格 計測範囲(表示範囲) ※1 備考 

力率 
1A 

5A 

110V 
LEAD0.0%...100.0%...LAG0.0% 

(LEAD0.0%...100.0%...LAG0.0%) 
入力電圧が 40V 未満、 

入力電流が定格の 5%未満の時、100%を表示。 
220V 

440V 

周波数 
1A 

5A 

110V 
45.00Hz...65.00Hz 

(43.00Hz...67.00Hz) 

入力電圧が 40V 未満の時 0.00Hz表示。 

(相電圧は 40/√3V未満の時) 
220V 

440V 

高調波電流 

総合歪率 
－ － 

0.0...100.0% 

(0.0...120.0%) 

基本波の実効値が定格の 3%未満の時、0%を表示。 

総合歪率が 0.5%未満の時、0%を表示。 

表示電流が定格の 0.2%未満の時、0%を表示。 

高調波電圧 

総合歪率 
－ － 

0.0...100.0% 

(0.0...120.0%) 

基本波の実効値が 5V 未満の時、0%を表示。 

総合歪率が 0.5%未満の時、0%を表示。 

表示電圧が 40V 未満の時、0%を表示。 

(相電圧は 40/√3V未満の時) 

※1 アナログ出力は出力仕様に沿って、計測範囲を定格として出力を行います。上限値はその 106%です。(アナログ出力設定の

Limit を「OFF」にした場合) 

表示値、アナログ出力値及び通信出力値については表示範囲を上限とします。 

詳細は次項【資料 2】を参照ください。 
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【２７】 資料２ 入力と出力の関係 
 

 

（１）入力とアナログ出力の関係 

下記グラフは、下限は出力スパンに対し-6%、上限は出力スパンに対し 106%での、各計測項目の入力とアナログ

出力の関係グラフです。 

 

※潮流設定については、P23【送電時の LAG/LEAD 設定方法】を参照してください。 

 

 

・電流／デマンド電流／最大デマンド電流        ・電圧 
 

           
 

 

 

 

 

 

 

・デマンド電力／最大デマンド電力（単極性） 
電力の設定値  電力の設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ 0.00% +100.00%  - 0.00% +100.00% 

 

           
 

・デマンド電力／最大デマンド電力（両極性） 
電力の設定値  電力の設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ -100.00% +100.00%  - -100.00% +100.00% 

 

           
  

定格 

[A] 

電流 A[%] 

0 50 100 

1 0A 0.5A 1A 

5 0A 2.5A 5A 

 

単相 3 線／単相 3 線(V1N,V2N)／三相 3 線／三相 4 線（線間電圧） 

定格 

［V］ 

電圧 V[%] 

0 50 100 

110 0V 75V 150V 

220 0V 150V 300V 

440 0V 300V 600V 

※単相 3 線(V12)の場合は 2 倍の電圧になります。 

※三相 4 線(相電圧)の場合は 1/√3 を乗じます。 

 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 ※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 ※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 
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・高調波電流総合歪率／高調波電圧総合歪率 
 

 
 

 

 

 

・電力（単極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ 0.00% +100.00%  - 0.00% +100.00% 

 

           
 

 

 

 

 

・電力（両極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ -100.00% +100.00%  - -100.00% +100.00% 

 

         
 

 

 

 

  

※出力項目 PR,PS,PTの場合は 1/3 の電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 PR,PS,PTの場合は 1/3 の電力で定格の 100%を出力します。 
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・無効電力（単極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ 0.00% +100.00%  2QUAD- 0.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -100.00% +100.00%  2QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -50.00% +50.00%  2QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

  

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                    送電 受電                    送電 

受電                    送電 受電                    送電 
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・無効電力（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -100.00% +100.00%  2QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -50.00% +50.00%  2QUAD- -50.00% +50.00% 

 

            
 

 

・無効電力（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -100.00% +100.00%  4QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

  

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                    送電 受電                    送電 

受電                    送電 受電                    送電 

受電                    送電 受電                    送電 
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・無効電力（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -50.00% +50.00%  4QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

 

・無効電力（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -100.00% +100.00%  4QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -50.00% +50.00%  4QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

  

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                    送電 受電                    送電 

受電                    送電 受電                    送電 

受電                    送電 受電                    送電 
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・皮相電力（単極性） 
設定値   

ZERO SPAN     

0.00% +100.00%     

 

             
 

 

 

 

・皮相電力（両極性） 
設定値   

ZERO SPAN     

-100.00% +100.00%     

 

             
 

 

 

 

・力率（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 0<>100  2QUAD- 0<>100 

 

          
 

  

※出力項目 SR,SS,STの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 SR,SS,STの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 50<>100  2QUAD- 50<>100 

 

             
 

・力率（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 0<>100  2QUAD- 0<>100 

 

             
 

・力率（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 50<>100  2QUAD- 50<>100 

 

             
 

  

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 0<>100  4QUAD- 0<>100 

 

             
 

・力率（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 50<>100  4QUAD- 50<>100 

 

             
 

・力率（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 0<>100  4QUAD- 0<>100 

 

             
 

  

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 50<>100  4QUAD+ 50<>100 

 

             
 

 

 

・周波数 
設定値  設定値 

45.0Hz...65.0Hz  45.0Hz...55.0Hz 

 

             
 

 

 

 
設定値   

55.0Hz...65.0Hz   

 

     
  

受電                   送電 受電                   送電 
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（２）入力と通信（RS-485：+Net プロトコル）の関係について 

通信データは、計測範囲に対して 0...2000 でスケーリングしていますが、 

オーバースケールは最大 2400 まで送信できます。 

 

①+Net 通信スケールアナログ出力連動設定：OFF（非連動） 

 

・電流／デマンド電流／最大デマンド電流      ・電圧 
 

          
 

 

 

 

 

 

 

・デマンド電力／最大デマンド電力         ・電力 
 

          
 

 

 

 

 

  ・無効電力                    ・皮相電力 
 

          
 

 

 

 

  

定格 

[A] 

電流二次定格[%] 

0 50 100 

1 0A 0.5A 1A 

5 0A 2.5A 5A 

 

単相 3 線／単相 3 線(V1N,V2N)／三相 3 線／ 

三相 4 線（線間電圧） 

定格 

［V］ 

計測電圧 V[%] 

0 50 100 

110 0V 75V 150V 

220 0V 150V 300V 

440 0V 300V 600V 

※単相 3 線(V12)の場合は 2 倍の電圧になります。 

※三相 4 線(相電圧)の場合は 1/√3 を乗じます。 

 

定格 

[kW] 

デマンド電力[%] 

0 50 100 

1 0kW 0.5kW 1kW 

2 0kW 1kW 2kW 

4 0kW 2kW 4kW 

 

定格 

[kW] 

電力[%] 

0 50 100 

1 0kW 0.5kW 1kW 

2 0kW 1kW 2kW 

4 0kW 2kW 4kW 

 

定格 

[kvar] 

無効電力[%] 

0 50 100 

1 0kvar 0.5kvar 1kvar 

2 0kvar 1kvar 2kvar 

4 0kvar 2kvar 4kvar 

 

定格 

[kVA] 

皮相電力[%] 

0 50 100 

1 0kVA 0.5kVA 1kVA 

2 0kVA 1kVA 2kVA 

4 0kVA 2kVA 4kVA 

 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 
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・力率  
設定値  設定値 

RANGE  RANGE 

0<>100  50<>100 

 

          
 

 

 

 

・周波数 
設定値  設定値 

45.0Hz...65.0Hz  45.0Hz...55.0Hz 

 

              
 

 

 

 
設定値   

55.0Hz...65.0Hz   

 

        
 

  



44 

 

 

②+Net 通信スケールアナログ出力連動設定：ON（連動） 

通信関連の設定で AN Interlock を「ON」に設定した場合は、アナログ出力の波形と連動します。 

通信データは、計測範囲に対して 0...2000 でスケーリングしていますが、オーバースケールは 

最大 2400 まで送信できます。 

ただし、アナログ出力が 0%以下となる場合、通信データは 0 となります。 

 

・電流／デマンド電流／最大デマンド電流        ・電圧 
 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

・デマンド電力／最大デマンド電力（単極性） 
電力の設定値  電力の設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ 0.00% +100.00%  - 0.00% +100.00% 

 

           
 

・デマンド電力／最大デマンド電力（両極性） 
電力の設定値  電力の設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ -100.00% +100.00%  - -100.00% +100.00% 

 

           
  

定格 

[A] 

電流 A[%] 

0 50 100 

1 0A 0.5A 1A 

5 0A 2.5A 5A 

 

単相 3 線／単相 3 線(V1N,V2N)／三相 3 線／三相 4 線（線間電圧） 

定格 

［V］ 

電圧 V[%] 

0 50 100 

110 0V 75V 150V 

220 0V 150V 300V 

440 0V 300V 600V 

※単相 3 線(V12)の場合は 2 倍の電圧になります。 

※三相 4 線(相電圧)の場合は 1/√3 を乗じます。 

 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 

※電力値が 0 以上の値のみを対象とします。 
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・高調波電流総合歪率／高調波電圧総合歪率 
 

 
 

 

 

 

・電力（単極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ 0.00% +100.00%  - 0.00% +100.00% 

 

         
 

 

 

 

 

・電力（両極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

+ -100.00% +100.00%  - -100.00% +100.00% 

 

         
 

 

 

 

  

※出力項目 PR,PS,PTの場合は 1/3 の電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 PR,PS,PTの場合は 1/3 の電力で定格の 100%を出力します。 
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・無効電力（単極性） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ 0.00% +100.00%  2QUAD- 0.00% +100.00% 

 

                
 

 

 

・無効電力（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -100.00% +100.00%  2QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

 

・無効電力（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -50.00% +50.00%  2QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

  

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・無効電力（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -100.00% +100.00%  2QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

2QUAD+ -50.00% +50.00%  2QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

 

・無効電力（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -100.00% +100.00%  4QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

  

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・無効電力（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -50.00% +50.00%  4QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

 

・無効電力（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -100.00% +100.00%  4QUAD- -100.00% +100.00% 

 

             
 

 

・無効電力（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE ZERO SPAN  MODE ZERO SPAN 

4QUAD+ -50.00% +50.00%  4QUAD- -50.00% +50.00% 

 

             
 

  
※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 QR,QS,QTの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・皮相電力（単極性） 
設定値   

ZERO SPAN     

0.00% +100.00%     

 

            
 

 

 

・皮相電力（両極性） 
設定値   

ZERO SPAN     

-100.00% +100.00%     

 

             
 

 

 

・力率（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 0<>100  2QUAD- 0<>100 

 

             
 

  

※出力項目 SR,SS,STの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

※出力項目 SR,SS,STの場合は 1/3 の無効電力で定格の 100%を出力します。 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（両極性：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 50<>100  2QUAD- 50<>100 

 

             
 

・力率（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 0<>100  2QUAD- 0<>100 

 

             
 

・力率（両極性：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

2QUAD+ 50<>100  2QUAD- 50<>100 

 

             

  

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 0<>100  4QUAD- 0<>100 

 

             
 

・力率（4 象限：標準計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 50<>100  4QUAD- 50<>100 

 

             
 

・力率（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 0<>100  4QUAD- 0<>100 

 

             

  

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 

受電                   送電 受電                   送電 
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・力率（4 象限：潮流計測） 
設定値  設定値 

MODE RANGE  MODE RANGE 

4QUAD+ 50<>100  4QUAD+ 50<>100 

 

             
 

 

 

・周波数 
設定値  設定値 

45.0Hz...65.0Hz  45.0Hz...55.0Hz 

 

             
 

 

 

 
設定値   

55.0Hz...65.0Hz   

 

     
  

受電                   送電 受電                   送電 
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【２８】 資料３ 付表 

 

（１）電力､無効電力、皮相電力 単相３線式・三相３線式・三相４線式 

ＣＴ・ＶＴ比の設定と定格入力を加えた時の電力、無効電力、皮相電力を表示します。 

 

110.0V 220.0V 440.0V 3300V 6600V 11.00kV 22.00kV 33.00kV 66.00kV 77.00kV 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

5.000A 1000 2000 4000 30.00k 60.00k 100.0k 200.0k 300.0k 600.0k 700.0k 

10.00A 2000 4000 8000 60.00k 120.0k 200.0k 400.0k 600.0k 1200k 1400k 

15.00A 3000 6000 12.00k 90.00k 180.0k 300.0k 600.0k 900.0k 1800k 2100k 

20.00A 4000 8000 16.00k 120.0k 240.0k 400.0k 800.0k 1200k 2400k 2800k 

25.00A 5000 10.00k 20.00k 150.0k 300.0k 500.0k 1000k 1500k 3000k 3500k 

30.00A 6000 12.00k 24.00k 180.0k 360.0k 600.0k 1200k 1800k 3600k 4200k 

40.00A 8000 16.00k 32.00k 240.0k 480.0k 800.0k 1600k 2400k 4800k 5600k 

50.00A 10.00k 20.00k 40.00k 300.0k 600.0k 1000k 2000k 3000k 6000k 7000k 

60.00A 12.00k 24.00k 48.00k 360.0k 720.0k 1200k 2400k 3600k 7200k 8400k 

75.00A 15.00k 30.00k 60.00k 450.0k 900.0k 1500k 3000k 4500k 9000k 10.50M 

80.00A 16.00k 32.00k 64.00k 480.0k 960.0k 1600k 3200k 4800k 9600k 11.20M 

100.0A 20.00k 40.00k 80.00k 600.0k 1200k 2000k 4000k 6000k 12.00M 14.00M 

120.0A 24.00k 48.00k 96.00k 720.0k 1440k 2400k 4800k 7200k 14.40M 16.80M 

150.0A 30.00k 60.00k 120.0k 900.0k 1800k 3000k 6000k 9000k 18.00M 21.00M 

200.0A 40.00k 80.00k 160.0k 1200k 2400k 4000k 8000k 12.00M 24.00M 28.00M 

250.0A 50.00k 100.0k 200.0k 1500k 3000k 5000k 10.00M 15.00M 30.00M 35.00M 

300.0A 60.00k 120.0k 240.0k 1800k 3600k 6000k 12.00M 18.00M 36.00M 42.00M 

400.0A 80.00k 160.0k 320.0k 2400k 4800k 8000k 16.00M 24.00M 48.00M 56.00M 

500.0A 100.0k 200.0k 400.0k 3000k 6000k 10.00M 20.00M 30.00M 60.00M 70.00M 

600.0A 120.0k 240.0k 480.0k 3600k 7200k 12.00M 24.00M 36.00M 72.00M 84.00M 

750.0A 150.0k 300.0k 600.0k 4500k 9000k 15.00M 30.00M 45.00M 90.00M 105.0M 

800.0A 160.0k 320.0k 640.0k 4800k 9600k 16.00M 32.00M 48.00M 96.00M 112.0M 

1000A 200.0k 400.0k 800.0k 6000k 12.00M 20.00M 40.00M 60.00M 120.0M 140.0M 

1200A 240.0k 480.0k 960.0k 7200k 14.40M 24.00M 48.00M 72.00M 144.0M 168.0M 

1500A 300.0k 600.0k 1200k 9000k 18.00M 30.00M 60.00M 90.00M 180.0M 210.0M 

2000A 400.0k 800.0k 1600k 12.00M 24.00M 40.00M 80.00M 120.0M 240.0M 280.0M 

2500A 500.0k 1000k 2000k 15.00M 30.00M 50.00M 100.0M 150.0M 300.0M 350.0M 

3000A 600.0k 1200k 2400k 18.00M 36.00M 60.00M 120.0M 180.0M 360.0M 420.0M 

4000A 800.0k 1600k 3200k 24.00M 48.00M 80.00M 160.0M 240.0M 480.0M 560.0M 

4500A 900.0k 1800k 3600k 27.00M 54.00M 90.00M 180.0M 270.0M 540.0M 630.0M 

5000A 1000k 2000k 4000k 30.00M 60.00M 100.0M 200.0M 300.0M 600.0M 700.0M 

6000A 1200k 2400k 4800k 36.00M 72.00M 120.0M 240.0M 360.0M 720.0M 840.0M 

7500A 1500k 3000k 6000k 45.00M 90.00M 150.0M 300.0M 450.0M 900.0M 1050M 

8000A 1600k 3200k 6400k 48.00M 96.00M 160.0M 320.0M 480.0M 960.0M 1120M 

注記 入力定格１Ａタイプにつきましても、ＣＴ一次定格値の設定値は５Ａ以上となります。 
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（２）電力､無効電力、皮相電力 単相２線式 

ＣＴ・ＶＴ比の設定と定格入力を加えた時の電力、無効電力、皮相電力を表示します。 

 110.0V 220.0V 440.0V 3300V 6600V 11.00kV 22.00kV 33.00kV 66.00kV 77.00kV 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

Ｗ 

var 

VA 

5.000A 500 1000 2000 15.00k 30.00k 50.00k 100.0k 150.0k 300.0k 350.0k 

10.00A 1000 2000 4000 30.00k 60.00k 100.0k 200.0k 300.0k 600.0k 700.0k 

15.00A 1500 3000 6000 45.00k 90.00k 150.0k 300.0k 450.0k 900.0k 1050k 

20.00A 2000 4000 8000 60.00k 120.0k 200.0k 400.0k 600.0k 1200k 1400k 

25.00A 2500 5000 10.00k 75.00k 150.0k 250.0k 500.0k 750.0k 1500k 1750k 

30.00A 3000 6000 12.00k 90.00k 180.0k 300.0k 600.0k 900.0k 1800k 2100k 

40.00A 4000 8000 16.00k 120.0k 240.0k 400.0k 800.0k 1200k 2400k 2800k 

50.00A 5000 10.00k 20.00k 150.0k 300.0k 500.0k 1000k 1500k 3000k 3500k 

60.00A 6000 12.00k 24.00k 180.0k 360.0k 600.0k 1200k 1800k 3600k 4200k 

75.00A 7500 15.00k 30.00k 225.0k 450.0k 750.0k 1500k 2250k 4500k 5250k 

80.00A 8000 16.00k 32.00k 240.0k 480.0k 800.0k 1600k 2400k 4800k 5600k 

100.0A 10.00k 20.00k 40.00k 300.0k 600.0k 1000k 2000k 3000k 6000k 7000k 

120.0A 12.00k 24.00k 48.00k 360.0k 720.0k 1200k 2400k 3600k 7200k 8400k 

150.0A 15.00k 30.00k 60.00k 450.0k 900.0k 1500k 3000k 4500k 9000k 10.50M 

200.0A 20.00k 40.00k 80.00k 600.0k 1200k 2000k 4000k 6000k 12.00M 14.00M 

250.0A 25.00k 50.00k 100.0k 750.0k 1500k 2500k 5000k 7500k 15.00M 17.50M 

300.0A 30.00k 60.00k 120.0k 900.0k 1800k 3000k 6000k 9000k 18.00M 21.00M 

400.0A 40.00k 80.00k 160.0k 1200k 2400k 4000k 8000k 12.00M 24.00M 28.00M 

500.0A 50.00k 100.0k 200.0k 1500k 3000k 5000k 10.00M 15.00M 30.00M 35.00M 

600.0A 60.00k 120.0k 240.0k 1800k 3600k 6000k 12.00M 18.00M 36.00M 42.00M 

750.0A 75.00k 150.0k 300.0k 2250k 4500k 7500k 15.00M 22.50M 45.00M 52.50M 

800.0A 80.00k 160.0k 320.0k 2400k 4800k 8000k 16.00M 24.00M 48.00M 56.00M 

1000A 100.0k 200.0k 400.0k 3000k 6000k 10.00M 20.00M 30.00M 60.00M 70.00M 

1200A 120.0k 240.0k 480.0k 3600k 7200k 12.00M 24.00M 36.00M 72.00M 84.00M 

1500A 150.0k 300.0k 600.0k 4500k 9000k 15.00M 30.00M 45.00M 90.00M 105.0M 

2000A 200.0k 400.0k 800.0k 6000k 12.00M 20.00M 40.00M 60.00M 120.0M 140.0M 

2500A 250.0k 500.0k 1000k 7500k 15.00M 25.00M 50.00M 75.00M 150.0M 175.0M 

3000A 300.0k 600.0k 1200k 9000k 18.00M 30.00M 60.00M 90.00M 180.0M 210.0M 

4000A 400.0k 800.0k 1600k 12.00M 24.00M 40.00M 80.00M 120.0M 240.0M 280.0M 

4500A 450.0k 900.0k 1800k 13.50M 27.00M 45.00M 90.00M 135.0M 270.0M 315.0M 

5000A 500.0k 1000k 2000k 15.00M 30.00M 50.00M 100.0M 450.0M 300.0M 350.0M 

6000A 600.0k 1200k 2400k 18.00M 36.00M 60.00M 120.0M 180.0M 360.0M 420.0M 

7500A 750.0k 1500k 3000k 22.50M 45.00M 75.00M 150.0M 225.0M 450.0M 525.0M 

8000A 800.0k 1600k 3200k 24.00M 48.00M 80.00M 160.0M 240.0M 480.0M 560.0M 

注記 入力定格１Ａタイプにつきましても、ＣＴ一次定格値の設定値は５Ａ以上となります。 
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（３）特殊 CT,VT設定の場合 

・CT一次定格 
電流の表示値は CT一次定格で単位と少数点位置が決まります。 
表示範囲は定格の 120%までです。 

CT 一次定格 表示 

5...9A 0...○○.○○○A 

10...99A 0.00...○○○.○○A 

100...999A 0.0...○○○○.○A 

1000...9999A 0...○○○○○A 

10000...30000A 0.00k...○○.○○kA 

 
・VT一次定格 
電圧の表示値は VT一次定格で単位と少数点位置が決まります。 
表示範囲は定格の 163.64%までです。 

VT 一次定格 表示 

100...999V 0...○○○○.○V 

1000...9999V 0...○○○○○V 

10000...99999V 0.00k...○○○.○○kV 

100000...999999V 0.0k...○○○○.○kV 

1000000V 0k...○○○○kV 

 
・電力(無効電力,皮相電力)定格 
電力(無効電力,皮相電力)の表示値は定格で単位と少数点位置が決まります。 
定格値は以下の計算式となります。 
単相 2線の場合   CT一次定格×VT一次定格／1.1 
それ以外の場合   CT一次定格×VT一次定格／1.1×2 
表示範囲は定格の 120%までです。 

電力(無効電力,皮相電力)定格 表示 

0...9999W(var,VA) 0...○○○○○W(var,VA) 

10.00k...99.99kW(var,VA) 0.00k...○○○.○○kW(var,VA) 

100.0k...999.9kW(var,VA) 0.0k...○○○○.○kW(var,VA) 

1000k...9999kW(var,VA) 0k...○○○○○kW(var,VA) 

10.00M...99.99MW(var,VA) 0.00M...○○○.○○MW(var,VA) 

100.0M...999.9MW(var,VA) 0.0M...○○○○.○MW(var,VA) 

1000M...9999MW(var,VA) 0M...○○○○○MW(var,VA) 

10.00G...99.99GW(var,VA) 0.00G...○○○.○○GW(var,VA) 
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品質・性能向上のため，記載内容はお断りなく変更することがありますので，ご了承ください。 
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